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松し
ょ
う
じ
ゅ
ざ
ん

聚
山
か
ら
正

し
ょ
う
じ
ゅ
ざ
ん

受
山
へ

　
焼
津
市
中
島
の
盤ば

ん
せ
き
じ

石
寺
は
、

山
号
を
正
受
山
と
い
い
、
元
々

は
榛
原
郡
吉
田
町
に
あ
る
能の

う
ま
ん満

寺じ

末
寺
で
、
臨
済
宗
で
し
た
。

そ
の
名
残
な
の
か
、
本
堂
前
に
は
、

能
満
寺
か
ら
の
も
の
と
お
も
わ
れ

そ
こ
知
り

志
太物

語
る
蘇そ

て
つ鉄

が
あ
り
ま
す
。

　
南
北
朝
時
代
、
こ
こ
は
京
都

南
禅
寺
の
荘
園
で
寺
も
繁
栄
し
て

い
ま
し
た
が
、
室
町
時
代
末
期

に
は
衰
退
し
、
寺
は
荒
廃
し
て
い

ま
し
た
。

　
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）、

曹
洞
宗
南な

ん
め
い
じ

明
寺
派
の
玉

ぎ
ょ
う
お
う
し
ゅ
う
り
ん

翁
周
琳

師
が
松
聚
山
盤
石
寺
を
、
曹
洞

宗
寺
院
と
し
て
改
宗
開
創
し
た
の

で
す
。
山
号
が
松
聚
山
か
ら
正

受
山
に
な
っ
た
の
が
そ
の
時
な
の

か
は
不
明
で
す
。
そ
の
後
、
高
徳

な
住
職
が
続
き
、
往
時
は
十
二

山や
ま
の
う
ち
か
ず
と
よ

内

一

豊

か
ら
の
判は

ん
も
つ物

竜
の
天
井
画
と
白び

ゃ
っ
こ狐
稲い

な
り荷

　
ま
た
、
安
永
年
間（
一
七
七
二

～
一
七
八
一
）
の
火
災
で
は
、
諸

堂
が
焼
失
、
本
堂
前
の
蘇
鉄
が

焼
け
残
り
ま
し
た
。
そ
の
焼
け

跡
が
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。
天

明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
再
建

さ
れ
た
本
堂
は
、
間
口
十
間
半
、

奥
行
七
間
半
の
荘
厳
で
風
格
あ

る
佇

た
た
ずま
い
で
す
。

　
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に

境
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
白び

ゃ
っ
こ狐

の

遺い
が
い骸

を
祀ま

つ
っ
て
い
た
お
稲
荷
様
が

長
い
間
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
三
十
二
年
に
前
住

職
が
発
見
、
豊
川
稲
荷
の
御
分

霊
と
合
祀
し
、
白
狐
稲
荷
大
明

神
と
し
て
本
堂
廊
下
西
側
に
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。

竜
の
天
井
画
と
梵
鐘
の
音

　
昭
和
三
十
年
に
は
、
戦
時
中

供
出
さ
れ
た
梵

ぼ
ん
し
ょ
う鐘を

新
た
に
造
り
、

鐘
楼
堂
を
再
建
し
ま
し
た
。
毎

日
午
前
十
一
時
に
鳴
る
梵
鐘
の
音

は
こ
の
地
域
の
風
物
詩
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
本
堂
の
大だ

い
ま間

天
井
に
は
、
郷

土
出
身
の
画
家
、
渋し

ぶ
や
し
ゅ
う
ざ
ん

谷
秀
山
が

描
い
た
火か

え
ん焔

の
竜
が
あ
り
ま
す
。

　
現
住
職
の
代
に
な
り
、
開
山

堂
、
位
牌
堂
、
客
殿
の
禅
峰
閣
、

庫く

り裡
な
ど
を
再
建
。
耐
震
工
事

を
兼
ね
た
本
堂
の
屋
根
葺ふ

き
か
え替
工

事
も
完
了
し
ま
し
た
。

　
門
前
に
は
、
志
太
地
区
特
有

の
無
病
息
災
、
水
難
消
除
の
信

仰
で
あ
る
「
八
兵
衛
さ
ん
」
の
碑

が
あ
り
ま
す
。　
　（
小
嶋
良
之
）

　
藤
枝
市
茶
商
工
業
協
同

組
合
の
有
志
八
社
が
商
品

開
発
し
た
「
茜
香
茶
さ
ら

り
ら
」
は
新
し
い
お
茶
の

世
界
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
藤
枝
の
ブ
ラ
ン
ド
茶｢

藤

枝
か
お
り｣

を
原
料
と
し
、

｢

香こ
う
せ
ん
ち
ゃ

煎
茶
加
工｣

と
呼
ば

れ
る
特
殊
製
法
で
仕
上
げ

て
い
ま
す
。

ヶ
寺
の
末
寺
を
有
す
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

市
の
指
定
文
化
財
の
判
物

　
掛
川
城
主
の
山や

ま
の
う
ち
か
ず
と
よ

内
一
豊
は
、

盤
石
寺
を
保
護
し
、
慶
長
二
年

（
一
五
九
七
）
寺
領
を
安
堵
し
、

諸
役
を
免
除
す
る
こ
と
を
保
証

し
た
書
状
を
与
え
ま
し
た
。

　
こ
の
判は

ん
も
つ物

は
、
市
の
指
定
文
化

財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲山内一豊の判物写し

▲白狐稲荷大明神

▲蘇鉄 ▲火災の焼跡

▲天井画・火焔の竜

▲盤石寺本堂

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

藤
枝
・
茜
香
茶
さ
ら
り
ら

志
太
新
名
物
探
訪

あ
か
ね

こ
う

ち
ゃ　

緑
茶
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
テ
キ

ン
を
機
能
性
に
優
れ
た
重
じ
ゅ
う
ご
う

合
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
に
転
換
、
し
か
も
す

っ
き
り
し
た
味
わ
い
と
上
品
な
茜

色
が
特
徴
で
す
。
や
か
ん
に
入
れ

て
煮
出
す
と
、
さ
ら
に
鮮
や
か
な

茜
色
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
重
合
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

は
美
容
と
健
康
へ
の
効
果
も
期
待

さ
れ
ま
す
。
飲
み
易
い
テ
ィ
ー
バ

ッ
ク
タ
イ
プ
で
、
お
茶
を
楽
し
み

な
が
ら
健
康
美
人
を
目
指
し
た

い
女
性
に
お
す
す
め
で
す
。

曹
洞
宗
の
古こ

刹さ

つ 

盤ば

ん

石せ

き

寺じ

二
ヶ
月
経
ち
ま
し
た
ね

　
本
当
に
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
小
泉
八や
く
も雲

（
ラ
フ
カ
デ

ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
は
、
作
品
を
英

国
や
米
国
で
出
版
し
て
い
ま
す
が
、

作
品
や
業
績
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
く
て
、
翻
訳
さ
れ
て
発
表

さ
れ
た
日
本
の
ほ
う
が
「
怪
談
」

な
ど
の
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
本
で
は｢

怪
談｣

の
イ

メ
ー
ジ
が
強
す
ぎ
る
の
も
確
か
で

す
。
母
校
の
図
書
館
に
も
著
書
が

数
冊
し
か
な
く
て
驚
き
ま
し
た
。

開
催
の
き
っ
か
け
は
?

　
日
本
と
英
国
の
文
化
的
架
け

橋
と
な
る
企
画
を
応
援
し
て
い
る

「
大だ
い
わ和

日
英
基
金
」
か
ら
助
成

を
受
け
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
　
　

　
私
の
大
学
時
代
の
恩
師
で
八

雲
の
研
究
家
、
ポ
ー
ル
・
ス
ノ

ー
ド
ン
杏
き
ょ
う
り
ん林

大
副
学
長
や
、
イ

ギ
リ
ス
で
の
各
機
関
（
ダ
ラ
ム

大
学
、
ア
シ
ョ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
、

帝
京
大
学
）
に
全
面
協
力
し
て

頂
き
、
何
と
か
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

ど
ん
な
企
画
内
容
で
し
た
か

　
八
雲
の
母
校
、
英
国
の
ダ
ラ

ム
市
に
あ
る
ア
シ
ョ
ー
・
カ
レ

ッ
ジ
で
は
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ

ー
ン
～
東
西
融
合
の
夢
～
」
と

し
て
記
念
館
が
所
蔵
し
て
い
る

八
雲
作
品
の
初
版
、
焼
津
を
舞

台
に
し
た
作
品
の
原
稿
、
焼
津

か
ら
妻
に
宛
て
た
手
紙
な
ど
約

五
十
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
ダ
ラ
ム
大
学
に
は
帝
京
大
学

の
分
校
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ

ー
ン
・
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
セ
ン
タ

ー
」
が
あ
り
、
そ
こ
で
基
調
講

演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま

し
た
。
九
月
二
十
六
日
の
八
雲

忌
記
念
礼
拝
で
は
、
チ
ャ
ペ
ル
で

八
雲
作
品
の
朗
読
が
捧
げ
ら
れ
、

感
動
し
ま
し
た
。

今
後
の
企
画
や
夢
は
?

　
八
雲
は
東
洋
と
西
洋
の
文
化

を
互
い
に
紹
介
し
、
融
合
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、

そ
う
し
た
相
互
理
解
が
進
展
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
毎
年
八
雲
関

連
の
企
画
が
開
催
で
き
た
ら
幸

せ
で
す
。
ま
た
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
大
学
と
の
ご
縁
も
頂
き
ま

し
た
の
で
、
次
回
は
そ
こ
か
ら
八

雲
の
功
績
を
世
界
へ
発
信
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。

八
雲
の
功
績
を
世
界
へ

九
月
に
英
国
・
八
雲
の
母
校
で
展
示
会

那な

す

の

須
野 

絢あ

や

こ子

焼
津
小
泉
八
雲
記
念
館

学
芸
員

株式会社株式会社
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原点は水！！
エバメール
ゲルクリーム

赤ちゃんからお年寄りまで
安心して全身に使えます。
赤ちゃんからお年寄りまで
安心して全身に使えます。

180g

3,780円（税込）より各種

くすり・エバメール化粧品・まるかんのお店

レモンドラッグ
田子重西焼津店
〒425-0073 054-620-3400TEL

･FAX焼津市小柳津 531

※第3類医薬品です※第3類医薬品です

㋱8,105円（税込）の品㋱8,105円（税込）の品

（税抜き価格6,480円）

6,998円（
税
込
）

スタンプ7倍押しラッキーセブンセール！！
スタンプカードは即!!
　　お作りいたしますよ！

大好評

やっぱり
エバメール
が好き

※ゲルクリームに、さっぱりタイプの
　〔Light〕が新発売されました！！
　店頭にてお試し下さい。

110g  税込2,700円

12/11（金）まで開催中

12/11 （金）
まで

品切れの場合はお取り寄せとなります。品切れの場合はお取り寄せとなります。

コンドロイチンZS錠コンドロイチンZS錠 270錠270錠

西焼津駅

至焼津センター

中部自動車学校ファミリー
マート

ファミリー
マート

ENEOSENEOS
スーパー
田子重
西焼津店

スーパー
田子重
西焼津店

焼津信金大住支店焼津信金大住支店

アステラス
製薬

アステラス
製薬

かしはるかしはる

●

●

●

●

●

●

●

JR東海道線

東海道
新幹線

セブンイレブンセブンイレブン

国
道
1
5
0
号

至
浜
松

東
名
高
速

レモンドラッグ
田子重 西焼津店 スーパー田子重西焼津店内

最近、自分らしい生き方や、友人、家族との接し方、言葉の使い方などを知りたいという方が増えています。
自分の人生、家族や子供の人生をより実り豊かなものにしたいという意識が高まっているようです。今回は、
むるぶ流「ことばのサプリメント」特集です。ひとつでも心に残るものが見つかれば幸いです。

誤解があるから
信頼も生まれる
誤解はあらゆるところに存在します。でもその誤解

の中にこそ信頼の種が息づいています。

過去は
今を喜ぶためにある
自分が自分であるために過去が存在します。根とな

る過去があって今という花が咲き、実がなります。

自分と相手をほめる
習慣をつける
自分も、他人も粗ばかりが見えてしまい、つい愚痴

が出ます。自分も相手もほめてあげることが大切です。

良く見せようとする
心が見える
誰でも少しでも良く見せよう良く見せたいと思います。

しかし相手にはその心が先に伝わります。

弱いから小さいから
活かせる
よい環境ほど競争が激しく、大きいものが勝ちます。

弱さや小ささが活かせる環境は必ずあります。

晴ればかりの
人生などはない
晴ればかりの人生も、雨ばかりの人生もありません。

必ず両方を繰り返して進むのが人生の法則です。

見えないから
信じる力が大切	
心も未来も自分も相手も本当の姿は何となくしか見

えません。だからこそ信じることが大切です。

どんな出来事も
必要だから起こる
過去もそうですが、現在起こっていることは、今の

自分に必要なものです。良し悪しはありません。

良き事、良き言葉を
積み重ねていく
目が見えるのも食事が出来るのも良き事。感謝やお

礼は良き言葉。その積み重ねが豊かさとなります。

自分の花を咲かせる
場所は必ずある
自分なりの花を咲かせ、幸せになるために生まれて

きたと思うことが大切です。その場所は必ずあります。

仕事や人生を
有り難く受け入れる
すべての仕事や人生は尊いものです。素直にありが

たく受け入れて役割を果たすことが必要です。

大きな成功より
小さな成功が大切
大きな成功は一部の人にしか訪れません。小さな成

功なら誰にでも手に入り、積み重ねていけます。

老いと死は
神様からの贈り物
老いと死は、どんな人にも平等に訪れます。どちら

も神様からの贈り物として受け取ることが大切です。

使命は向うから
訪ねてくる
使命は探しても見つかりません。今を一所懸命に生

きていると、使命が未来の扉を開けにやってきます。

未来の扉は
争わない道にもある
不必要な争いをしない道があります。蛇行するか、

個性化するか、脱皮していけば未来は開けてきます。

いつも前向きに
ならなくてもいい
前向きになれないのは悪いことではありません。ゆっ

くりと前向きの芽を育てる時期が必要だからです。

踏まれたら
立ち上がらず伸ばす
同じ方向で伸ばそうと思うから踏まれるのです。上

がダメなら、横や斜めや下に伸ばしていきます。

どうすれば
楽しくなるか考える
出来ない事、苦しい事を先に考えるのが人間です。

だから、どうすれば楽しく出来るかも一緒に考えます。

感謝した分だけ
人生が豊かになる
苦しいと思えば苦しく、楽しいと思えば楽しくなるの

が人生です。感謝の果実が人生を豊かにします。

むるぶ
流 ことばのサプリメント
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編集長後記

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，おすすめのことばのサプリメントは
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他ご意見、ご感想など。

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 美濃 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-18-23　㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　12月5日㈯
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

茜香茶さらりらの製法は？

　〇〇〇加工（漢字3文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂き、
アンケートにもお答え下さい。正解者の中から抽選
で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、または「焼津笑福の湯ご招待券」をプレゼ
ントします。応募人数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

　以前、心に効くサプリメントとして「ありがとう」の活
用法などをご紹介したことがありました。最近、書店に
行くと、言葉に関する書籍が増えているのを感じます。
また、最近の若者たちの歌にも生き方や精神性、相手
に対する想い、自分に対する励ましなどの詩が多く見受
けられます。１９の言葉の中から皆様の心に響くものが
あれば幸いです。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目18-23（共立アイコム内）

ホームページも
ごらん下さい。

国道1号線

旧道

杉本モータース
●●東海ガス

●
高
木
種
苗
店

★

藤枝　　
市役所●

藤枝商工
会議所●

●パチンコ

当店

営業時間／AM8:30～PM7:00　定休日／日曜日・祝日
駐車場／隣に4台分、道路を挟んで向かい側に1台ございます。

ほんまち薬局
藤枝市藤枝5-6-35  千歳商店街

☎054-644-5829

お徳用もございます。

●赤色ワグラス軟膏●赤色ワグラス軟膏

1,400円1,400円

http://honnmachi.com/http://honnmachi.com/

ひどい手あれ・あかぎれ
・かかとのカサカサ・ひびわれ
ハンドクリームでも間に合わない方

ひどい手あれ・あかぎれ
・かかとのカサカサ・ひびわれ
ハンドクリームでも間に合わない方
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12月の休日緊急医

小児科
・

6日（日） 13日（日） 20日（日） 23日（祝） 27日（日） 29日（火） 31日（木）30日（水） 6日（日） 13日（日） 20日（日） 23日（祝）

23日（祝）

27日（日） 29日（火） 31日（木）

31日（木）

30日（水）

5

（内・小）板倉医院
（田沼四）

�636･0881
（内・小）柴田医院
（藤枝四）

�641･0127

いわしたクリニック
（上青島）

�631･6660

（内）いわしたクリニック
（上青島）

�631･6660

（内・小）横山消化器内科
（焼津市下小杉）
�622･0045
（小）小林小児科
（前島一）

�635･2620

吉田医院
（焼津市利右衛門）
�622･0108

（内）吉田医院
（焼津市利右衛門）
�622･0108

（内・小）みやはら内科クリニック
（小石川町一）
�647･5670
（内）すみや脳神経クリニック
（本町二）

�647･5511

花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

（内）花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

（小）小石川町小児科・アレルギー科・
皮ふ科クリニック（小石川町一）
�644･8800
（内）青島北クリニック
（瀬古二）

�647･7707

たぬま街道整形外科
（大新島）

�634･1110

（内・小）にわ医院
（藤岡一）

�645･2800

（内）吉田クリニック
（大洲四）

�634･0006
（内）山﨑クリニック

（志太二）
�645･1211

山﨑クリニック
（志太二）

�645･1211

（内・小）藤岡クリニック
（藤岡二）

�641･6288

（小）田熊こどもクリニック
（瀬古二）

�647･5225
（内）井澤内科クリニック
（本町二）

�644･5566

しまづ整形外科
（高柳二）

�634･0888
八楠耳鼻咽喉科
（焼津市八楠四）
�629･5566

小川眼科医院
（本町二）

�641･0160
あまの耳鼻咽喉科クリニック
（田中三）

�646･3313

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）
�621･5888
井口歯科医院駅南診療所
（前島三）

�636･7600

ともの眼科医院
（青葉町二）

�636･3044
まつなが耳鼻咽喉科クリニック
（駅前二）

�645･3387

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805

なかがわ眼科クリニック
（高洲）

�631･5571

駿河台井澤歯科
（駿河台二）

�644･1182

エール矯正歯科・
こども歯科（田沼二）
�634･4177

小澤歯科医院
（瀬古二）

�646･0775

八木橋歯科医院
（青葉町二）

�636･1153

徳田歯科医院
（清里一）

�638･3922
鳥居歯科医院
（大東町）

�636･4814

村松歯科医院
（本町二）

�641･1430
ふくだ歯科医院
（青葉町三）

�637･1101

森耳鼻咽喉科
（大洲一）

☎635･8687
永井歯科クリニック
（藤岡五）

☎644･3500
浅井歯科医院
（高岡一）

�636･8241

（泌）はた医院
（田中三）

�645･2077

（皮）きたむら皮フ科クリニック
（水守一）

�631･4412

※通常の診療を行っている
　診療所もあります。
　詳しくは、直接、各診療所に
　お問い合わせください。

※通常の診療を行っている
　診療所もあります。
　詳しくは、直接、各診療所に
　お問い合わせください。


